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学術会議物理学委員会活動報告と学術会議の全般状況
物理学委員会 （7月19日までに26期は8回開催）

（１）拠点計画申請への賛同書の手続きの詳細について
拠点計画申請書への賛同書の手続きについて、報告がなされた。

（２）賛同書の今後の拡張可能性について
賛同書の今後の拡張可能性について意見交換がなされた。（8月1日の第三部会で提案済み）

（３）物理学委員会全体としての分野俯瞰・横断的学術フォーラムに関する議論（含：シンポジウムとの
比較）・物理学委員会全体としての分野俯瞰・横断的学術シンポジウムに関して、ワーキンググループ委
員を、物性物理学・一般物理学分科会、天文学・宇宙物理学分科会、素粒子物理学・原子核物理学分科会
の各分科会から選出し、企画案を作製することとなった。
・カーボンニュートラルに関連して、水素エネルギーに特化したシンポジウムを開催予定で、準備経過が
報告された。

（４）学術振興構想の見直しに関する要望等について検討
学術振興構想2023年の周知のために、10月のフォーラムを開催する予定で準備を進めている旨の報告があ
り、見直しに関する要望等について意見交換がなされた。

（５）物性研究所協議会委員の候補選出について報告（資料４）
物性研究所協議会委員の候補選出について報告があり、承認された。（物性研と学術会議のメールのやり
とりに不備があり、審議期間が6日間しかないこととなり、緊急の対応を行った。今後この種のトラブルが
無いよう事務局に強く要請済み



（６）その他（科学者委員会報告、昨今の幹事会の動き等）
・科学者委員会ジェンダー・エクイティ分科会、科学的助言等対応委員会の活動について、報告が
なされた。
・「日本学術会議の法人化に向けて」について、報告と意見交換がなされた。

学術会議全般状況
法人化についての綱引きが相変わらず継続中、対応をめぐって、部の間でも違いがあり、
今後の対応は基本第三部会、幹事会が一括対応



第三部、物理学委員会として、学術会議アクションプランの精神に則って
重要と判断される活動は法人化議論とは独立に実行



懸案であった、研究力委員会もようやく26期もスタートへ

「我が国の学術の発展・研究力強化に関する検討委員会」が、会長提案の委員会として、
8月30日の幹事会に提案、承認の予定

物理学委員会からは、25期に引き続き、腰原が、
さらに新たに26期からの会員委員として市川先生（素核分科会）が参加予定。

具体的には、以下の内容について調査・審議することを想定。

① 各分野別委員会に対する聞き取りと議論の実施：複数の分野別委員会に対して、研究力の定義、
その定義のもとでの日本の研究力の国際的状況や過去20年間の変化、低迷の原因、今後の方策などを
一定の形式で問い、議論する。
② 分野横断的な事項の整理：各分野別委員会への聞き取りから得られた分野横断的な制度的・組
織手金事項について、整理を行う。
③ 府省・産業界等への聞き取り/アンケート調査の実施：上記の調査・審議を踏まえつつ、第25期
に引き続き、主要な関係府省庁や研究資金配分機関、大学・研究所等が国際競争力の低下と対応方策
や反省点は何かについて調査する。特に第25期で有効であった、海外に在住して活躍する日本人研究
者からの聞き取りや産業界からの意見も集約する。
④ 学術政策の効果の因果分析：研究力の定義の中から指標化が可能なものについて研究力指標の
推移を結果として因果分析を行い、過去の主要な学術政策が研究の発展に対してどのような効果を与
えたか明らかにする。
⑤ 有効な政策の提案とモニタリング体制の構築：以上の調査を元にして、今後の有効で効率的な
施策や、今後、日本学術会議が継続して研究力をモニタリングし分析する体制について検討・提案す
る。


